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そ

　高
橋
は
、
下
長
窪
公
会
堂
の
十
字
路
か
ら
南

に
進
み
、
桃
沢
川
に
か
か
る
橋
で
あ
る
。桃
沢
川

は
こ
の
付
近
で
深
く
な
っ
て
い
る
た
め
、沼
津
方
面

か
ら
の
敵
を
迎
え
撃
つ
防
衛
線
に
な
っ
て
い
た
よ

う
だ
。
北
条
、
武
田
、
今
川
な
ど
の
軍
勢
が
長

久
保
城
の
攻
防
に
力
を
尽
く
し
、
武
士
た
ち
は

命
を
か
け
て
功
名
を
競
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
戦
い
の
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を
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ぎ
し
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明
治
5
年（
1
8
7
2
）の
学
制
の
施
行
に

よ
り
学
校
教
育
制
度
が
整
え
ら
れ
、納
米
里
の

普
向
寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
寺
に
、
明
治
8
年

（
1
8
7
5
）に「
映
雪
舎
」と
い
う
公
立
小
学

校
が
開
校
さ
れ
た
。
校
長
は
、
住
職
の
久
我
頑

量
が
努
め
、開
校
時
に
は
男
子
4
2
人
、女
子

6
人
の
生
徒
が
学
ん
で
い
た
。

て
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明
治
8
年
（
1
8
7
5
）に
村
社
、
平
成
2

年
（
1
9
9
0
）に
願
掛
八
幡
宮
に
な
り
、
主
祭

神
は
誉
田
別
命
（
応
神
天
皇
）で
、
創
建
年
代
は

不
明
だ
が
下
土
狩
区
産
土
神
社
と
し
て
崇
敬
が

厚
い
。
往
年
は
祭
典
の
当
日
境
内
で
草
相
撲
が
催

さ
れ
た
。
今
で
も
秋
の
彼
岸
に
こ
ど
も
相
撲
が
行
わ

れ
て
い
る
。
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泉
町
文
化
セ
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タ
ー（
ベ
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フ
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ー
レ
）は
、

8
0
0
人
収
容
の
ホ
ー
ル
、イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、

会
議
室
、
和
室
、ほ
か
に
茶
室
や
テ
ィ
ー
ラ
ウ
ン

ジ
な
ど
が
あ
り
、
平
成
8
年
（
1
9
9
6
）に

完
成
し
た
。
音
響
の
良
さ
と
い
う
利
点
を
活
か

し
、
町
民
を
は
じ
め
多
く
の
人
達
に
、
最
高
の
音

楽
や
舞
台
を
提
供
し
て
い
る
。
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井
上
靖
文
学
館
は
、
北
に
富
士
、
南
に
駿
河
湾

を
望
む
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
に
あ
る
。白
壁
の
純
日
本
風

の
建
物
の
中
に
は
、
日
本
文
学
に
偉
大
な
足
跡
を

残
し
た
作
家
井
上
靖
の
全
著
書
や
生
原
稿
、創
作

ノ
ー
ト
、
写
真
パ
ネ
ル
や
資
料
文
献
な
ど
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。
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保
城
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て
多
く
の
武
士
が
戦
っ
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高
橋
で
の
合
戦
で
、血
に
染
ま
っ
た
鎧
や
刀
を

洗
っ
た
り
、激
戦
で
使
用
不
能
に
な
っ
た
鎧
を
沈

め
た
淵
と
い
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、
傷
つ
き
敵
に
追

わ
れ
た
武
者
が
馬
を
淵
に
乗
り
入
れ
、
自
ら
命

を
絶
っ
た
と
い
う
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
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公
園
の
遊
歩
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を
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り
き
る
と
、

愛
鷹
山
中
腹
の
標
高
8
4
6
ｍ
に
展
望
台
が
あ

り
、
壮
大
な
パ
ノ
ラ
マ
が
迎
え
て
く
れ
る
。
展
望
台
か

ら
は
、長
泉
町
は
も
ち
ろ
ん
駿
河
湾
や
箱
根
の
山
並

を
望
む
こ
と
が
で
き
、
3
0
倍
望
遠
鏡
が
備
え
ら
れ

た
方
位
盤
や
テ
ー
ブ
ル
、ベ
ン
チ
な
ど
が
あ
る
。こ
こ
か

ら
約
1
時
間
で「
つ
る
べ
落
と
し
の
滝
」に
行
く
こ
と
が

で
き
る
。

と
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程
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明
治
維
新
後
、
徳
川
の
家
臣
は
各
地
に
分

散
し
自
活
の
道
を
求
め
た
。
元
長
窪
に
は
7
8

戸
が
入
植
し
た
。彼
ら
は
昔
の
恩
を
思
い
、
明
治

3
年
（
1
8
7
0
）こ
の
地
に
久
能
山
か
ら
東

照
宮
を
勧
請
し
東
照
宮
遥
拝
所
を
建
て
、
後

に
名
称
も
東
照
宮
と
し
、
大
正
5
年

（
1
9
1
6
）現
在
地
に
移
転
し
た
。今
で
は
元

長
窪
の
氏
神
様
に
な
っ
て
い
る
。
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戦
国
時
代
の
平
山
城
で
、
戦
略
上
の
要
害

に
あ
っ
た
た
め
今
川
氏
、
武
田
氏
、
北
条
氏
、
徳

川
氏
が
こ
の
城
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
。発
掘
に
よ
り

三
日
月
堀
（
甲
州
流
の
築
城
術
）や
畝
堀
（
北

条
氏
の
築
城
術
）が
発
見
さ
れ
た
。
城
郭
は
大

部
分
が
失
わ
れ
、
僅
か
に
長
泉
北
小
学
校
正

門
前
の
空
堀
・
土
塁
・
曲
輪
と
城
山
神
社
境

内
の
曲
輪
・
土
塁
が
残
っ
て
い
る
。
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榎
田
用
水
は
駿
河
平
下
の
湧
水
を
水
源
と

す
る
桃
沢
川
支
流
の
谷
津
川
の
水
を
、
城
山

神
社
西
方
の
榎
田
で
取
水
し
、
約
1
3
0
ｍ
の

隧
道
で
下
長
窪
の
集
落
に
送
る
用
水
で
あ
る
。

水
利
の
便
の
な
い
下
長
窪
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
水
で
あ
っ
た
。今
で
も
、農
業
用
水
や
防
火
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

し
下
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の
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富
士
竹
類
植
物
園
は
、タ
ケ
類
専
門
の
植

物
園
で
、
昭
和
2
6
年
（
1
9
5
1
）の
開
園

で
あ
る
。
西
に
富
士
山
と
愛
鷹
山
、
東
に
箱
根

連
山
を
望
む
愛
鷹
山
麓
に
あ
り
、
約
4
万
㎡

の
緑
あ
ふ
れ
る
広
大
な
敷
地
の
中
に
、
日
本
国

内
や
世
界
各
地
か
ら
集
め
た
、
約
7
0
0
種

類
の
タ
ケ
が
観
察
で
き
る
世
界
一
の
タ
ケ
の
植

物
園
で
あ
る
。

せ
世
界
の
竹 
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て
見
せ
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植
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